
講義の様子  

 ２月８日（水）放課後、本校の視聴覚室に
米国ブラウン大学 上席研究科学者  廣井孝弘
先生をお招きして、「はやぶさ・はやぶさ２と
隕石からわかる太陽系の神秘について」に関
する講義を行っていただきました。 

隕石や小惑星の鉱物分光学の第一人者であ
る廣井先生は東京大学大学院卒業後に渡米し、
米国科学アカデミー研究員として NASA ジョ
ンソン宇宙センターに３年間滞在し、小惑星
と隕石に関する研究をスタートさせました。
また、「はやぶさ」「かぐや」「はやぶさ２」の
共同研究者として日本の惑星探査ミッション
に参加されています。 

今回３年ぶりに日本に帰国されたタイミン
グで、直接お話が聞ける機会をいただき、充
実した時間を過ごしました。 
 

講義内容 

◯個体惑星物質科学の幕開け 
1969 年、南極大陸のやまと山脈付近で隕石
が発見された。 
隕石の 8 割は「コンドライト」 

   ↓ 
コンドライト…太陽系が生まれたときに 

形成された原始的な隕石 
   ↓ 

隕石を研究すれば地球や宇宙誕生の秘密が      
わかるのでは？ 

○コンドライトはどこから来たのか？ 
隕石は小惑星帯から来ることが多い。また、
岩石が反射する光の色から、その主成分を
推測する事ができる。 

   ↓ 
小惑星に存在する岩石の主成分を計測し、   
地球に落ちた隕石の成分と照らし合わせれ   
ば、隕石の出どころがわかるのでは？ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
○宇宙風化は存在するのか 

宇宙風化…大気のない天体の表面に起こる  
風化。 

  かつて世界では、大気のない天体の表面  
は風化しないと考えられていた。しかし、
廣井先生がアメリカの大学で出会った教授
は、宇宙風化説の肯定派であった。次第に、
廣井先生も宇宙風化は存在すると考えるよ
うになる。 

  これを明らかにしたのが、廣井先生が開  
発に携わった「はやぶさ 2」という小惑星探
査機である。はやぶさ 2 は 2020 年 12 月 6
日、小惑星「リュウグウ」の試料を地球に
持ち帰ることに成功。その成分を研究・分
析した結果、宇宙風化は実在することが証
明された。 

◯もし月がなかったら 
・地球は時速 300km で回転し、地表に強風 

や砂嵐が吹き荒れる。 
・潮の満ち引きがなくなり、生命が海から 

陸へ上がれず進化しなくなる。 
・地軸が安定せず、四季がなくなったり、 
 極端に気温が変化したりする。 
・巨大隕石が地球に衝突する確率が飛躍的 

に高まり、生物が定期的に大量絶滅する。 

○伝統的科学が直面する問題とは 
・ビッグバンの原因は何か 
・暗黒エネルギーはどこから来るのか 
・最初の DNA はどこから来たのか 
・生命の進化は本当に偶然の積み重ねなの 
 か 
・知能を持つ地球外生命体は本当に存在す 

るのか 
・霊魂や死後の世界は存在するのか 
・この宇宙以外に他の宇宙は存在するのか 
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← 
生徒の講義ノート  

つくばサイエンスツアー  

ＪＡＸＡ       より  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生徒の感想 
○鉱物分光学によって隕石の詳細

が知れることに驚いた。また、は
やぶさについての実際の映像を
見て、興味が湧き、次の衛星の打
ち上げを見届けようと思った。そ
して、先生のお話を聞いて科学者
たちは自分の研究に自信を持っ
ているのだとわかり、そんな姿が
とても輝いて見えた。 

○隕石や宇宙の歴史など、学校では
教わる機会のない話を聞くこと
ができて感動した。また、実際の
研究や小惑星探査機の稼動の様
子はとても興味深く、もっとこの
分野について詳しく学びたいと
思った。 


